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香港島の「マカオ・フェリー桟橋」（港澳輪船砺頭）より水中翼船に乗り、西へ行く一」と六十四キロ、そこにポル
マ
カ
ウ
アオメン（Ｃｌ）
トガルの植民地として約四百数十年の歴史をもつマカオ」一（ＱＱＱ頂（中国語では「澳門」）がある。高速船を利用すれ
タ
ム
チ
ヤ
イ
ロ
ウ
ワ
ー
ン
ば、香港からマカオまでは約一時間の行程である。マカオは中国領から突出した半島と付近の一一島（述仔と路環）か
ら成り、現在の人口は約五十万と推定されている。
そのマカオのほぼ中央部に位置する丘の上に、今日観光の目玉の一つになっている遺蹟（図版Ｉ）がある。
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その意味は、「聖パウロ教会跡」である。筆者は、先年この地にしばらく滞在する機会に恵まれたので、この植民
地に一層親しみを覚えるようになった。もっとも筆者の興味の中心は、マカオと日本人との関わりである。
周知のごとく、マカオはポルトガルの極東貿易とキリスト教伝導の拠点であり、ポルトガル商船は、年々当地より
】マカオ
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「聖ミカェル大天使」を描いた謎の絵師
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精織なすぐれた研究である。
同
論
文
に
よ
る
と
、
マ
カ
オ
士
本稿の意図は、故国を追われた日本人キリシタンの数を列挙することではなく、聖パウロ教会の歴史を瞥見し、さ
らにその建設に関わったとされる日本人、また当地に残留した日本人絵師（キリシタン）が描いた「聖ミカエル大天
使」ご甸笙「ロミ弓而、』」言３局（の油絵について述べるにある。
サ
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ニ
一九五二（昭和一一十七）年六月、香港大学の建設学教室の教授陣と学生たちは、聖パウロ教会（一一一巴寺）の遺跡
フ
ァ
シ
ャ
ー
グ
ー教会の「正面」百・…を調査するためにマカオを訪れ、同地に篝間鑿した．かれらは竹で足場を掛け、鑓
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ニ
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築学上の科学的調査を綿密に行ない、その成果「澳門聖保禄古堂建築之研究」（原文は英文であり、その表題をニョ
バ
イ
シ
ュ
カ
オ
」「・鳶§屋・』ｍ５Ｃｓａ骨侭薗巳（砕冒（『ミミ（菅、ｓ＆ぬ民・毎巳》“》害冒８．という。白許高［量・画（品・‐卑冒←］
の名で発表）を公にした。同論文は、教会の正面を各階ごとに精査し、図版と写真を豊富に添えたもので、きわめて
日本に来航し、また宣教師らもここからわが国に渡来した。日本人の中にも商船等に便乗したり、自ら船を操って
やって来る者も少なからずいた。とくに慶長十九（一六一四）年九月、徳川幕府は日本に在留する各派（フランシス
コ会、ドミニコ会、アゥグスティノ会）の宣教師（伝導士・修道士）やキリシタン信徒を海外に放逐する暴挙に出、
かれらはそれぞれマニラやマカオに送致された。とくにマカオに追放になった日本人の正確な数やその実体について
は、未だ不明な点を多く残している。が、慶長十九年の大追放から寛永十三（’六三六）年までの二十数年間だけで
（２） 
も、同地に放逐された日本人の数は優に数百名を超えるであろう。一六一八（一兀和四）年六月には二十一名、翌一九
（元和五）年一月には四十名の日本人が、マカオに在留している、といった報告がイエズス会本部になされていると
（３） 
いやっ。
マカオを初めて訪れたイエズス会士は、フランシスコ・ペレス、マヌエル・ティセイラ、アンド
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マカオの聖パウロ教会と日本人
一六○一（慶長六）年、教会の諸施設はまたもや火災により焼失したので、マカオの市民や商人らは、きょう金し
て新たに教会堂を建てることにした。一六○三（慶長八）年、聖パウロ教会と同付属の学院は、面目を一新し、偉容
を現わしたが、「正面」はまだ建設中であり、それが完成するのは一六四○（寛永十七）年のことである。当時の同
（４） 
教会の形状については精密な図面が残されていなので不明であるが、教会の設計と監督を担当したのは、カルロ・ス
セ
ミ
ナ
ー
リ
オ
タ
イ
パ
オ
ト
イ
ピノラ師であったらしい。教会には付属の学院（「神学校」）が、大炮ムロ（「モンテの砦」）の下にあり、その建物は一一
（５） 
階屋で、塔状の建物を持たなかった。
聖パウロ教会の建物そのものの様式は、ポルトガル風ではなく、イタリアのイエズス会の教会に多く見られる様式
を踏襲したようである。それはカルロ・スピノラ師の考えを反映したもので、東洋にローマのイエズス会風の教会を
再現しようというのが狙いであった。建物の正面に至る石段（一三○段）を例にとっても、それがアンジェロ風であ
るという。今日、唯一の遺物となっている建物の「正面」は、プラテレスク様式（十六世紀頃、スペインで流行した
（６） 
（７） 
技巧的な建築様式）に似ている、ということである。材料はみかげ石であり、側壁はレンガ・石灰・砂・粘土などを
年程なく再建された。
レ・ピィント師らであった。かれらは一五六二年から翌六三年（永禄五～六）にかけて、教会建設にたずさわったら
しい。かれらこそ聖パウロ教会の原型を造った人々である。初期の教会堂は、聖アントニオ教会の司祭館がある所
に、木と石材を用いて造られたもので、形状は大きな納屋のようなものと考えられたが、程なく焼失した。’五八○
（天正八）年、こんどは現在の聖パウロ教会の遺蹟がある地点に、中国人改宗者のために小さな家屋が建てられ、そ
の後さらにそこに小さな礼拝堂を建て増しした。’五九四（文禄三）年、日本から戻った巡察師パリニャーノによっ
コ
レ
ー
ジ
オ
て、イエズス会の諸施設は二分され、新たに学院も造られたが、これも翌九五年の火事により失なわれた。けれど同
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用い、「正面」の建設に要した費用は三万ターレス（銀貨）であった。興味を覚えるのは、正面の後背部、すなわち
聖
堂
の
部
分
で
あ
る
。
そ
の
外
形
や
内
部
に
つ
い
て
記
述
し
た
資
料
は
少
な
い
が
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
完
成
間
ぎ
わ
に
マ
カ
オ
に
滞
在
し
（８） 
（９） 
たイギリス人旅行者ピィーター・マンディ、§、量§ｓの旅行記にそれに言及したものがある。マンディは一六一一一
六年四月、ジョン・ウェデル船長が指揮する船団に加わり、イギリスを出帆し、途中インドのゴァに寄ったのち、一
六三七（寛永十四）年六月ごろ、マカオ沖に到着した。船団はマカオ近くに半年間滞泊したが、マンディは仲買人
（委託販売人）としてマカオで数週間すごした。かれはスペイン語とポルトガル語ができたので地元の住民や名士ら
と
自
由
に
会
話
を
た
の
し
み
、
か
た
わ
ら
住
民
の
日
常
生
活
、
風
俗
習
慣
な
ど
に
も
目
を
と
め
、
そ
の
観
察
を
時
に
は
挿
絵
を
添
え
て
記
録した。その記述は、人間味とユーモアに満ちており、なかなか面白い。
ピ
ィ
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・
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が
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ウ
ン
ト
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ー
（
不
詳
）
・
ト
マ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
不
詳
）
ら
と
、
国
王
陛
下
の
書
簡
と
マ
カ
オ
総
督
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ダ
・
カ
ー
マ
ラ
宛
の
そ
れ
を
携
え
て
、
は
し
け
で
マ
カ
オ
に
上
陸
し
た
の
は
一
六
三
七
年
六
月
二
十
八
日
（寛永十四・五・六）のことである。一行は総督官邸に寄ったのち、聖パウロ教会の学院へ行き、そこで茶菓子や果
リ
ー
十
物（蕩枝）などの接待をうける。その折、マンディは聖パウロ教会の屋根に目を留めるのだが、「コレジォ（聖ポー
ルズと呼ばれる）に隣接する教会の屋根は、これまでに見たものの中で最も美しいアーチ形のもので、すばらしいで
き
ば
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
人
が
造
っ
た
も
の
で
、
木
を
刻
み
、
不
思
議
に
も
金
を
か
ぶ
せ
、
空
色
や
朱
色
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
塗
料
（町）
け
じ
ん
が塗ってある」と、記している。教会の内部はパシリカ風に造られ、床には石を敷き、身廊外陣・後陣・側廊・祭
埴・合唱隊席・小聖堂・聖具室などを備え、また日本から運ばれて来た木材を用いて浮彫り細工をし、渦巻模様・唐
（川）
草風の装飾曲線・円花飾りなどを、金色や青色の塗料で塗った。
マ
ン
デ
ィ
は
聖
パ
ウ
ロ
教
会
と
付
属
の
建
物
を
見
た
ば
か
り
か
、
教
会
内
で
演
じ
ら
れ
る
芝
居
な
ど
も
観
て
い
る
。
一
六
三
七
年
十
一
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マカオの聖パウロ教会と日本人
コ
タ
ン
マンディによると、サムラィはサンダルをはき、そでなしの外套（羽織か？）を着、腰に刀を差していたという。
か
れ
は
耳
に
は
さ
ん
だ
日
本
語
を
い
く
つ
か
書
き
留
め
て
い
る
．
た
と
え
ば
１
，
ｍ（偏。＆○・ｍｇの馬ざⅡ弓・臣〉□。⑯堂・鳥（〃いかがでござる”の意か）
】（ご閃。②⑩「⑯ⅡＥ⑩』』・「函。。＆（ようござる）
パ
ー
鷺
し
月一一十五日（寛永十四・十・九）、船団の幹部．とマンディらは、司祭の招待により教会に赴くと、中国服を着た町の
子供たちが演じる芝居（サビェルの生涯を劇にしたもの）を観たという。子供たちは立派な衣装と宝石などを身にっ
（旧）
け演じるのだが、親も出席し、時間通り、教会内で上演された、．と記している。
ところで、マカオに放逐された日本人は、当地到着後、どのような生活を送ったのであろうか。当時、マカオのポ
ルトガル人（図版Ⅱ）は、日本人が勇敢無比なることを聞き知っていたようで、ある者は貿易船に乗り海賊の防禦に
（皿）
当った．り、教会や私邸の番人となり、また教会・砲台・城壁などの建設に従事したらしい。ピィーター・マンディ
ジ
ヤ
ポ
ニ
ア
ン
は、マカオ滞在中に日本人（サムライ）を見ており、その容姿をスケッチ（図版Ⅲ）‐しているばかりか、日本人の特
徴
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
か
れ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
この町（マヵォー引用誉）で何人かの日本人を見かけだ。日本人のほとんどはキリシタンである．そうでぽい者は、脳
天から前部にかけての頭半分を剃っている。髪の残りの部分は、小さなひもで結ばれている。（中略）日本人はやわらかい、
あるいはかたい紙で鼻をかむ。かれらは小さくした紙を身につけている。鼻をかんだ紙は、きたないものとして捨てられる。
（Ⅱ） 
また亜麻布のハンカチを持っており、それで顔や手をふく。
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ま
ず
建
物
の
「
正
面
」
に
あ
る
踊
り
場
の
付
い
た
花
崗
岩
の
石
段
で
あ
る
が
、
そ
の
工
事
の
監
督
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
員
が
や
っ
た
と
し
て
も
、
全
体
の
設
計
は
日
本
人
技
術
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
教
会
人
口
の
踊
り
場
の
敷
石
の
大
き
さ
は
、
少
し
不
揃
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
監
督
の
目
が
十
分
に
行
き
渡
ら
ず
、
石
の
大
き
さ
や
様
式
に
し
て
も
東
洋
風
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
白
許
高
氏
は
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
石
段
の
工
事
の
監
督
・
施
行
は
日
本
人
が
や
っ
た
も
の
か
。
次
に
建
物
の
「
正
面
」
に
話
を
移
す
と
、
そ
れ
は
五
層
（
階
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
日
本
風
な
る
も
の
を
想
い
出
さ
せ
る
の
は
、
第
二
層
（
階
）
と
第
三
層
（
階
）
に
見
ら
れ
る
装
飾
と
文
字
の
彫
刻
で
あ
る
。
第
二
層
の
正
面
に
向
い
て
左
側
の
切
妻
の
下
の
壁
が
ん
に
、
キ
リ
ス
ト
の
彫
像
が
あ
り
、
こ
の
彫像の頭部のうしろのあたりにアヤメの花と菊の帯状装飾が付いている（図版Ⅳ）。アヤメや菊にしても、それは純
傾けてみよう。
マ
カ
オ
に
放
逐
さ
れ
た
者
、
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
逃
れ
て
当
地
に
来
た
日
本
人
の
中
に
は
絵
師
・
彫
刻
家
・
職
人
ら
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
中
に
は
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
建
設
に
従
っ
た
者
も
い
た
と
い
う
。
だ
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
日
本
人
が
同
教
会
の
建
設
に
従
（肪）
事
し
た
と
い
う
依
拠
す
べ
き
史
料
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
日
本
人
が
じ
っ
さ
い
建
設
に
関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
設
け
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
白
許
高
氏
の
論
文
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
同
氏
が
い
く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
説
に
耳
を
め
し
●ご応の琴Ⅱ囚句⑯（飯）
（旧）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
一「号○○ｍ。○閑「①Ⅱミミ守且（わるうござる）
Ｑ○○ｓ「円ⅡＱ〕ョ［⑩］（ござれ）
量目目（馬Ⅱｍ・の（〃行く〃の意か）
さ
け
吊旨詩句Ⅱ眞冒⑮（酒）
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マカオの聖パウロ教会と日本人
イエズス会に属する日本人が携わったと考えられるのは教会の工事だけに限ったことではない。じっは聖パウロ教
会内部（聖堂）の装飾の仕事にも従事したようで、かれらはとくに聖画の制作に加わった。》」の｝」とを筆者に教えた
のは、マカオ滞在中に面識を得たポルトガル人マヌェゥ・ティシェイラミ目巨の』罵薗§師（中国名・文徳泉、一九
（旧）
セ
ミ
ナ
ー
リ
オ
・
一二～）である（図版Ⅵ）。この司祭は著名な東洋学者であり、著作も多いが、一日「聖ヨゼフ神学校」（砕己急「（・
サ
ウ
ン
・
ソ
■
ゼ
レ
シ
ュ
ン
ゾ
ー
ス
シ
■
ウ
ュ
エ
ン
、．§のかⅡ中国名・聖若譲修院）に同師を訪ねたとき、宝物室といおうか絵画室に案内され、そこですばらしい聖
画の数々を見せてもらった。まず筆者の眼を引いたのは、長崎ではりつけになった「日本の殉教者たち」（’六四○
年にマテゥス・ファンが製作）を描いた油絵と「聖ミカエル大天使」の絵である。もっとも後者は、説明を受けるま
では、いったい誰が、いつ頃、何のために描いたものなのか、さっぱり分からなかった。「聖ミカエル大天使」は、
（ね）
聖パウロ教〈琴の天井画の部分をなし、板の上に描いた油彩画である。大きさは班皿×“、。製作年代は十七世紀前半
と推定されている（図版Ⅶ）。筆者は、平成五（’九九三）年四月八日から五月一一十三日の間、池袋の「セゾン美術
館」で開催された「ポルトガルと南蛮美術展」の会場で、この油絵と図らずも再会し、感慨無量であった。が、その
潔を象徴するものだが、両方ともキリシタン信徒を連想させるという。第三層（階）の正面に向いて左側のコリント
式の支柱の間に、七つの頭と羽根をもつ怪物の壁板がある。お祈りをしている聖母マリアがその怪物の頭を踏みつけ
シ
ュ
ン
モ
ウ
タ
ロ
ン
ト
にしておるのだが、そのマリアの体のそばに中国語で「聖母踏龍頭」といった刻字がみられる（図版Ｖ）。》」の銘刻
の字体のまずさに注目した白許高氏は、いろいろ人に意見を徴した結果、中国人による仕事ではない、といった結論
に達したようである。図版（写真）を見ても明らかであるように字体はやや不揃いな上、力強さに欠いている。中国
人なら決して墓石や記念碑にせよ、このようなまずい仕事はしない。これはきっと日本人の仕事であろう、と考えた
（、）
ようだ。
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折、間近でこの聖画を改めてじっくり眺めた。
画
像
全
体
は
、
人
物
の
顔
や
手
の
部
分
を
除
く
と
、
黒
ま
た
は
茶
褐
色
が
基
本
色
で
あ
る
。
大
天
使
の
人
物
像
は
兵
士
の
装
い
を
し
、
こ
う
は
い
聖
域
の
番
人
の
役
を
演
じ
て
い
る
。
大
天
使
の
頭
の
う
し
ろ
に
は
、
光
背
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
、
体
の
背
に
は
大
き
な
羽
根
と
、
左
手
に
は
鎖
で
つ
な
が
れ
た
聖
体
顕
示
台
（
色
は
金
色
）
を
も
ち
、
右
手
に
は
炎
の
よ
う
に
見
え
る
剣
を
握
っ
て
い
る
。
人
物
全
体
の
装
い
（卯）
は幻想的であり、ポストⅡルネサンス様式とのことである。なお、絵のすみずみまで目を通すと、正面か雪ｂ眺めて右
く
ぎ
手
の
画
板
の
す
み
に
縦
に
間
隔
を
お
い
て
五
カ
所
、
左
手
に
縦
に
一
カ
所
、
人
物
の
足
も
と
あ
た
り
に
二
一
カ
所
、
釘
の
穴
が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
穴
は
、
絵
を
聖
堂
の
天
井
に
く
ぎ
付
け
に
し
た
と
き
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
聖
画
を
描
い
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
テ
ィ
シ
ェ
イ
ラ
師
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
製
作
者
は
日
本
を
追
い
払
わ
れ
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
来
た
次
の
四
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
内
一
名
で
あ
る
と
い
う
。
イ
ル
マ
ウ
ン
Ⅲ教弟マンシオ・タイチコ（ミロミ・尽計蔦・）は、一六一五年一月一一十日（慶長十九・十二・一一一）マカオで死
亡
し
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
内
の
「
聖
ミ
カ
ェ
ル
の
祭
壇
」
近
く
に
埋
葬
さ
れ
た
。
な
お
同
人
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
「
流
人
の
中
、
数
名
は
う
レ
ー
ル
０
コ
ア
ジ
ニ
ト
ー
ル
間
も
な
く
死
ん
だ
。
｜
月
一
一
十
日
（
洋
暦
）
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
士
で
、
日
本
人
の
マ
ン
シ
ォ
・
タ
イ
チ
コ
が
息
を
引
き
取
っ
パ
ト
リ
た。彼は秀れた画家であり、祖国の天主堂を大方装飾した」（計岻小琿岼ス籍『日本切支丹宗門史（上）』岩波書店）
と
い
う
の
が
あ
る
。
タ
イ
チ
コ
は
肥
後
の
宇
土
に
生
ま
れ
、
享
年
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
・
ペ
ー
ヅ
ロ
・
ソ
向
ア
ウ
ン
②ペテル・チクァン（Ⅳ５ｓ蕾§》ポルトガル語では鱒号・§創冨）。同人は一六一一二年十一月一一十八日（元和
と
い
う
の
が
あ
る
。
タ
イ
チ
コ
は
師
②ペテル・チクアン（恵冨『
八・十・二六）マカオで死亡。
③トデウ（曰ざ（詩巨）。’六二
ルの祭壇」の近くに埋葬され」
（§鳥屋）。’六二七年十一月十六日（寛永四・十・九）マカオで死亡し、聖パウロ教会内の「聖ミカェ
の近くに埋葬された。
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ヤ
コ
ボ
・
叉
イ
ア
山ヤコプ。ニヴァ（ｃ『○８》三（ＣＱ〔丹羽？〕、又は③「へ］８》・ヨミｐ》中国名・言】、『（】訂》四尼伊陳？）は、’五七九
（天正七）年中国人の父と日本女性との間に生まれ、マカオに来たのは一六○一（慶長六）年のことである。一六三
八年十月二十八日（寛永十五・九・二一）当地で死亡。享年五十九歳。
これら四名の日本人は、皆イエズス会の司祭兼画家であったジョヴァン二・一一コロ（の（。ご§ミヨ８』Ｐ又は
ｇｏご§ミロ）旨ともいう）の弟子であった。ニコロは、’五六○（永禄一一一）年ナポリのノラで生まれ、のちイエズ
ス会員となり、’五八一（天正九）年インドへ出発、翌一五八二年八月七日（天正十・七・九）マテオ・リッチとも
（幻）
し
。
ｂ
にマカオに着き、一五八一一一年七月一一十五日（天正十一・六・七）日本に到着し、直ちに下（近畿地方に対し、中国・
（理）
四国・九州の西方の意）および五畿内（山城・大和・河内・和泉・摂津など幾内の五ヵ国）で絵画の技術を修行Ｉ）、
（刑）
のち神学を修めたとされる。一六○八（慶長十一一一）年．と一六一四（慶長十九）年にマカオと長崎に画派を興した。一
六一四（慶長十九）年十一月に同僚らとともにマカオに追放され、一六二六年三月十六日（寛永三・一一・十八）当地
（別）
う
す
さ
において死亡した。日本滞在中の一五八六年十一一月（天正十四年十一月）、臼杵（大分県東部）の城に近いと｝」ろに
（班）
←のった修練院（教会）のために、聖画「被昇天の聖母」などを板の上に油絵具で描いた。
ともあれ、これら四名のイエズス会員で絵師らは、一六一四年画僧一一コロとともにマカオに放逐された後、ヨー
ロッパの宗教画の模写や製作に従事する一方、聖パウロ教会内の装飾の仕事にも携わったのである。
十八世紀になると、同教会を待ちうけていたものは、極東全域のための宣教師養成機関としての機能の停止と閉鎖
セ
ミ
ナ
ー
リ
オ
（班）
．と建物の焼失である。何よりも借しみてあまりあるのは、教会に隣接する学院が、「一工気盛んなネズミの巣」と化し、
数百年にわたって蓄積した文書類が、かれらに食い荒され、さらに追い討ちをかけるように一八三五年一月二十六日
（天保五・十二・二八）の夕方六時二麺、学院と教会がともに火災によって失なわれたことである。十八世紀末にな
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「
火
炎
が
起
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
夕
方
六
時
を
打
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
が
、
火
の
手
は
早
く
、
八
時
十
五
分
に
は
、
ル
イ
十
四
世
の
寛
大
さ
に
多
く
を
負
う
て
い
る
荘
厳
な
学
院
は
、
灰
じ
ん
に
帰
し
た
」
こ
の
と
き
の
火
炎
は
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
を
も
呑
み
込
み
、
同
教
会
は
、
厚
い
側
壁
と
「
前
面
」
と
花
崗
岩
の
石
段
だ
け
を
残
す
無
残
な
（羽）
姿となったことは一一弓うまでもない。そしてこの火事により、聖人や殉教者の遺物を除くと、極東における宣教師らの
貴
重
な
報
告
書
な
ど
は
、
す
べ
て
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
火
災
か
ら
約
二
年
後
の
一
八
三
七
年
五
月
（
天
保
八
・
四
）
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
は
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
焼
け
た
教
会
の
身
廊
に
小
さ
な
礼
拝
堂
が
造
ら
れ
、
死
者
が
埋
葬
さ
れ
る
前
に
一
時
そ
こ
に
安
置
さ
れ
た
。
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
な
ど
も
植
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
墓
地
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
八
五
四
年
十
一
（抑）
月
上
旬
（
嘉
永
七
・
九
中
旬
）
ま
で
の
約
二
十
年
間
で
あ
る
。
や
が
て
遮
骨
は
堀
り
起
さ
れ
、
新
し
い
墓
地
に
改
葬
さ
れ
た
。
墓
石
は
マ
バ
ラ
ス
ト
（別）
ニ
ラ
に
運
ば
れ
、
小
さ
く
砕
い
て
舗
石
や
船
の
底
荷
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さて、「聖ミカェル大天使」の聖画を描いたのは、画僧ジョヴァン一一・一一コロの弟子四名のうち一人であることは、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
史
料
不
足
か
ら
容
易
で
は
な
い
し
、
じ
っ
さ
い
不
可
能
で
あ
る
。
四
人
と
に
か
わ
も
日
本
に
い
た
時
分
、
イ
エ
ズ
ス
会
関
係
の
学
院
で
油
絵
・
膠
画
、
銅
版
画
の
技
法
を
ひ
と
と
お
り
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
中
で
も
ヤ
コ
ブ
・
ニ
ヴ
ァ
（
丹
羽
？
）
は
最
も
絵
画
を
よ
く
す
る
優
れ
た
絵
か
き
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
慶
長
六
（
一
六
○
一
）
年
の
終
り
ご
ろ
か
、
ると学院は兵営として利用されていたのだが、火事が起った当日、どういうわけか、兵士らは大量の薪を学院の台所
の
近
く
に
積
み
上
げ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
火
が
出
た
。
一
体
な
ぜ
そ
ん
な
所
か
ら
火
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
火
元
と
な
っ
て
、
学
院
の
建
物
全
体
を
火
炎
に
包
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
ベ
ン
ト
・
ダ
・
フ
ラ
ン
カ
の
『
マ
（班）
ア
ナ
エ
ス
・
マ
リ
プ
チ
ニ
』
ス
・
エ
・
コ
ロ
ー
一
一
ア
エ
ス
カ
オ
史
資
料
』
（
一
八
八
八
年
）
や
白
許
高
氏
と
テ
ィ
シ
ェ
イ
ラ
師
の
論
文
に
出
火
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
「
海
事
・
植
民
局
」
カ
ォ
史
資
料
』
二
八
八
八
年
の記録が引用されている。
174 
マカオの聖パウロ教会と日本人
ヤコブ。ニヴァはこれらの製作の仕事をおえた後、慶長七（’六○二）年宣教師マノエル・デアズに伴われ北京に
赴き、そこで伝導用の聖画・祭蝋画などを描き、再びマカオに戻り製作に従った。
ワ
ン
リ
ー
ク
ア
ン
チ
ャ
ー
チ
ュ
ン
チ
ロ
イ
ー
リ
ヤ
・
ゲ
ュ
ー
ル
ヂ
一六○一一一（慶長八、萬暦三十一、一一）年ごろ、イエズス会士らは関聞に近い小島青洲（』冒罵、鳥”緑の島”の
意、現在は陸地とつながっている）に、そまつな小屋数軒と礼拝堂を建てたが、中国人はこれを城郭とみなした。こ
のときマカオに滞在していたサラセン人の官吏にそそのかされた暴徒らは、この礼拝堂を襲い、そこから出て来た日
（鈍）
本人の下僕やポルトガル人と戦闘になり、聖堂は焼失した。が、のち再建され、ついで破却された。この天主堂内を
飾った聖画の製作も一一コロの弟子たち（日本人）の仕事と想像されている。
ところで、「聖ミヵェル大天使」の油絵と類似した絵（膠画）が、終戦まで長崎浦上天主堂に在ったが、おそらく
（躯）
翌年の初頭にバリニャーニの命によりマカオに渡ったが、それは聖パウロ教会の装飾を助けるためであった。『澳門
記略」（下巻、一二六頁）に「凡廟所奉天主有誕生図被難図飛昇図」という条りがあり、マカオの教会にキリスト生
誕の絵、受難の絵、飛昇天の絵などが存在したことを伝えている。マカオの教会は、いずれも火災により焼失と再建
をくり返しているが、ヤコブ・ニヴァがマカオにおいて描いた聖画について、『一六○一年度支那年報』（原本はパリ
の国立図書館にある）は次のように伝えている。
「焼失せし二枚の絵の代りに、新規に別の二枚を作れり、一枚は聖母被昇天の図にして教会の奉献せしものに係
る．他の一枚は一万一千の処女の殉教図なり・これらは日本人の画家（ヤコブ・ニヴァのことｌ引用琶の筆にし
ら
と
て、吾々が同宿（ＣＯ、］８）と呼べる者にて、徴てワリーーャ１ノ師が支那に滞留せる吾々の許に送り越せし人にてあ
りき・同師は彼に数種の作画を依嘱し、且つそれらの絵画が新しく改宗せる支那人に対し、従来存在せる種々の偶像
（羽）
に代らんことを所期し給へり」
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原爆で焼失したものであろう（図版Ⅷ）。それは「聖ミヵェル画像」と称せられるもので、大天使ミカエルが右手に
長槍を、左手には善悪の秤をもち、悪鬼を踏みつけている絵である。この日本画は、厳しい迫害の中でキリシタンが
（調）
て
い
と
り
が
ん
ぴ
こ
う
ぞ
隠し通し秘蔵していたものらしい。西村貞の『日本初期洋画の研究』によると、「鳥の子（雁皮と楮をまぜてすいた
和旅椛１１引用者）に、地塗りを施し、具入り絵具をもって描かれている。細部は面相筆を使用して極めて織密なる仕
い
わ
え
の
ぐ
上げを為し、顔料の一部分には岩絵具（天然の鉱物を細扮し、絵の具としたものｌ引用者）を用」いたものとのこ
とである。「聖ヨゼフ神学校」に残る「聖ミカェル大天使」の油彩画は、いったい誰が描いたものなのか。筆者は残
念ながらその謎の製作者の氏名を明らかにできず、マカオにキリシタン絵師が描いた聖画が存在することだけに意見
を
留
め
た
。
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。
注
マ
力
ウ
ハ
オ
チ
ン
ア
オ
（１）マカオ（ミロロロ屋）の名称については、中国の轡（『澳門紀略』「明史』）では「澳門」又は「濠鏡澳」と称し、わが江戸時
代においては、マカオのことを「阿蝿港国」とか「天川」と呼んでいた（「通航一覧」）。ポルトガルのマカオ植民地の由来につい
チ
ャ
ー
テ
ン
て若干ふれると、ポルトガルがマカオに居留地を保有するようになったのは、一五五七年（嘉靖三十六年）以後のことであるら
しい。当時、広東・斯江沿岸に海賊が跳梁し、ポルトガル人が中国官趨に協力し、その討伐に功があったので、マカオに居住を
ワ
ン
リ
ー
シ
ャ
ン
サ
ン
シ
ュ
ン
許されたようである。その後、貿易に対する一種の課税を支払うようになり、一五七三年（萬暦元年）にマカオと香山縣とをつ
り
エ
ン
ホ
ア
チ
ン
ク
ア
ン
チ
ヤ
ー
なぐ境（「蓮花璽」）に「関閲」（関所）が設けられ、ポルトガル人の自治を黙認するに至った。そしてマカオがポルトガルの租借
ク
ア
ン
シ
と
Ｌ
曲
地（領土）となったのは、’八八七年（光緒十三年）の葡清リスボン条約によってである（植田捷雄『支那に於ける租界の研究」
厳松堂瞥店、昭和十六年九月）。このポルトガルの植民地も、一九九九年十二月中国政府に返還される。
（２）たとえば、慶長十九（一六一四）年南蛮人の出家をことごとく追放に決し、ポルトガル船の来航を禁じたこと（「通航一
覧巻之百九十二）、さらに寛永十三（一六三六）年ポルトガル人系男女子供ら約三百名（『蘭館日誌』』：：□四ｍ胃の、厨一目一
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（６）注（５）の論文、三三六頁を参照。
（７）焼け残った聖パウロ教会の側面部の「壁」は、一八三八（天保九）年までそのままになっていたが、この年破壊された
（白許高論文、一一一四一一一頁）。なお、弓ケの弓門のｇ］勺。風、。｛○昏冒Ｐ：」』：：》○・ロ】ロ］のｇ：。のＳ【の』ごｚ・口・□の口目、》
早屋己の『目○○・・》田。且。Ｐ少・の与・甸弓の：：ｇｏｏ・》国○コ、【。ご函》］ＰＳによると、この壁は厚く、堅牢にできており、切
り崩したとき二十五フィート（約七、八メートル）の高さにまでなったという。時にここに信者の遺体を埋め込んだ。
（８）ピィーター・マンディは、一五九六年（文禄五年・慶長元年）英国コンウォールの勺の日冒で生まれた。没年について
は不詳。父と叔父はご】一・宮ａ（ニシン科）を商っていたというから、漁師の息子か。
（９）すなわち弓彦の日日『の］、。［勺の訂司》［■且］（］ｓ』「］霊『）》⑪ご・」ｍ・曰彦の出口宍旨］←のＣａの一］一博・目○口『」垣ヨ「］・器のこ
と。この大部な旅行記は、’九六七年に尻目巨切幻の己風貝巨【日←の』（Ｚの巳の」ロ、口の・貢のロの←のご）からリプリント版が出、また
○・罰・国・〆の可が編んだ、の『の貝ののロｇｏの。ｇご冨図：旨○○コ《の【§・円ｍｑＣｏ２Ｂのロ扇：』皀口、一日一】・口、．■の旨の白目
（３）岩生成一「嫡港のゼスス会コレジオに於ける日本人について」（「歴史地理』第七十一巻第五号所収）。
（４）聖パウロ教会と隣接する建物（学院「神学校」）の姿を写した版画として比較的よいものに、因の、旨の且のぐ○・円釘目、す
ぐ自烏ぐの司の①己函圧のｚのｇ１Ｐ貝助島の、の。。辱○増の①ａの○・助←‐目。＆⑩。安の○○日已口明日Ｐ画く。一切》し日切←のａ四目》思念や国司：８】⑩
ク
ア
ン
シ
カ
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ぐ四］のロ菖口の。且の皀冨の■三○ｍ（「旨日習．］忌の》ぐｏ］・弓・所収の銅版画、『澳門記略』（上巻、光緒庚辰〔’八八○年〕重刊）
の巻頭に添えられている木版画などがある。
（５）レロシ目営（の。宣旨巴の目『の］ｏ鷺豈の』の切已←の①曰】ロ、ご○冒円目。（の一・勺目］面》旨：：．三・餌ＰｍＣ‐厚目房（』ｏ員‐
：］・崗○風のロ厨］の冒已の⑩勺門旨→の旦守・曰く。］』Ｚｏ・閣・］巳］」忠』．ご日ぐの風弓・崗困ｏｐｍ【○口、所収）、一一一一一一二頁。なお、
旅行者ペィター・マンディによると、マカオの教会に尖頭や高い塔が付けられなかったのは、台風や強風への配慮からであると
いう。
六三六・一○・二○～一一二付』
いる）がマカオに放逐された。
一○・二○～一一一一付によると、一一百八十七名。『長崎夜話草」の記事「蛮人之子孫遠流之事」にも同じ数字が挙げられて
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（シ、旨）国。口、【・ロ甲尻巨■一色田目〕□目・のヨ、：。『の乞匿の中に、マカオ紀行の部分のみが採録されている。
（、）【日巨の因のご『旨一口目芹の９版、一六一一～一六一一一頁。なお、丘にそびえる聖パウロ教会の昔日の壮麗な姿を坊沸させるも
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のとして、『澳門紀略』（下巻）の「澳蕃篇」に次のような記事がみられる。
（
蜜
パ
ウ
ロ
寺
暁
）
〔寺〕首〔二一巴〕在澳東北、依山為之、高数等、屋側啓門、制狭長、石作離鍍、金碧照耀、上如覆鰻、労綺疏魂麗、所奉日天
母、名鳩利亜、貌如少女、抱一嬰兒、日天主耶蘇、衣非縫製、自頂被頒、皆釆飾平画、障以琉璃、望之如塑、秀貌三十許人、左
手執瀬天儀、右手指若論説状、鍛眉堅者如怒、揚者如喜、甘藷一輪、鼻降単、目若鯛口若聾、上有襖、蔵諸楽器、有〔定時台〕、巨
範覆其下、立飛仙台隅、為撃撞形、以機輔之、按時発轡（二一三頁、原文には区読点はついていない）
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また同教会の「学院」には「時計」も備えられ、時を伝えていたが、それはルィ十四世からの贈物であった（国のロ《。：
司司目目著ｍ５Ｂ日。、己、『卸⑪国肘一。Ｈ旨□の言ｍ８Ｐ目目】頁のロｍＰｚｐＢｏ：一・口：。Ｐ屋の②の一七二頁及びシ己司の勇『
口冒ｍｍ－の」←箸○○口す】ず巳一・コ←。：国璽・臥日］の汚の一。ゴ・［言うの勺・吋目晒巨の、のｍの写一の日の口扇旨○冨息》己同日日ご巴々。『冒臼‐
○回。》。［房の勺。吋白、■の、の固皀ご○臣、陣少日ずゆ、の、。。『、ｇｏごｐＰｏ帛晉の両。【ゴ■ご○巴声。］旨冨」⑪巴○ロヨ○三コ四○『ｇの勺口‐
己、－５の明日の⑪８○三息・三田Ｓｏｏ巨目》】⑭胃の五五頁を参照）。
（Ⅱ）白許高論文、一一一三一一～一一一三三頁を参照。
（肥）注（、）の版本、二七四～二七五頁。
（旧）矢野仁一「万暦時代マカオの日本人駆逐に就いて」（「縣岼外国関係研究』所収、弘文堂替房、昭和三年九月）、四二六～
四二七頁。
（Ⅱ）注
（燗）同
（焔）松田毅一「歴史の博物』
（Ⅳ）白許高論文、三三八頁。
（旧）回ｘｐｏの】乱○厘す｝』ｏ頂園
固〆己○の】。四○ｍ】こ』○ｍ司口津ＤＰ
同右。
注（、）の版本、二九四～二九五頁。
「歴史の博物館マカオ」（『黄金のゴァ盛衰記」所収、中央公論社、昭和五十二年九月）、一二八頁。
勺・三目Ｅの］弓の貝の】門Ｐ□』『の。３．二．いの①『ご】８ｍ：国已Ｐ８乱ｏｇの宣胃ｐＦ囚ご］粋○一の８
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マカオの聖パウロ教会と日本人
（羽）教会内には、秘かに日本から連び込まれたキリシタン殉教者やコーチシナ（ヴェトナム股南部地域）における殉教者約七
十名の辿骨、フランシス・ザビエルの腕（上脾骨）の一部などが保管されていた（○・少・冨○員巴一・二の］の、巨與目⑩８１。ごｍ「
ＢＰｍＰ］のの】自勺同日目、勺司のの⑭口且弓曰で。、司呉旨巨の同８コこ］旨の》六一頁）。ちなみにこれら殉教者の遺骨は現在、マカオの
コロァネ（○・一・目の）島の「聖フランシスコ・ザベリオ教会」（弓冒○冨已の」・「の←・Ｈｇ】の局）に収蔵されている。（ステファ
ノ・小田善一一一郎編『マカオに眠るキリシタン殉教者」聖パウロ修道会八王寺修学院刊、昭和六十一年三月）及び国・ロ、嵐・ロ、
の一目：ａＺの三ｍ己息の『》富口８．弓司四『の一己巳弄［②》①］を参照。
（釦）一六三○年代、中国人の墓地は、マカオ郊外兇マイルの内陸部寄りに在った、という記述が、Ｐ・マンディのマカオ紀行
（妬）注（犯）の一八五頁。
（妬）』○ｍか：シここ冒○・日日Ｐ日の⑪の厚の』旨四三の日○目口⑪・すの二四．画。》ロＰ幻の巴目日頁のロ圏：ロ曰くの甸巴目：》
○。】日す『Ｐ」呂画の一一一頁に、「今、たくましいネズミの住居として役立っている」とある。
（〃）厚・冨伍目の一己の旨臼田加ヨゴの句。貝ｓｏの具の：ｑ・｛弓すの』の、巳厨⑪一三ｍ８。》富ＰＣＰ巨］や詮『’’五頁。
（ｐ） 
参照。（卯）
（虹）
（犯）
：○○貝〕已一の〆。固め８－座『」の旨ｐ８Ｐ三ｍ８Ｆｚｏくの日耳・烏］窟①（「著作展覧、文徳泉神父、澳門教育司、漢門中学図哲館、
澳門一九八六年十一月）によると、同師の著作数は大小合わせて一二三冊ある。
（⑬）カタログ『ポルトガルと南蛮文化展ｌめざせ、東方の国々』（日本放送協会、平成五年）、一七六頁にある同画の解説を
（肥）同六も
（羽）注（Ⅲ）
（別）注（犯）
同右。
ティシェイラ師の教示による。
岬懸浄訳『フロィス日本史８』（中央公論社、昭和五十七年一月）、一九八頁の「注」を参照。
注（Ⅲ）に同じ。
に同じ。
の一八五頁。
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にみられる。なおポルトガル人（ローマカトリック教徒）の基地は、「聖ミグェルの基地」（。】ロ］】｛の１．」の、。旨】、直の」）と呼ばれ、
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墓地通りに在る。一八五一一（寛永五）年ポルトガル人が寄付を募って求めたＪＣので、一八五四（寛永七）年埋葬が開始され、’
八六五（慶応元）年五月の時点で四三○九体葬られた。おそらく聖パウロ教会の遺骨は、この墓地に移されたものか。弓冨
自円の四こつ○二ｍ○帛○宮。■Ｐｐｇ』口已四．ＣＣＣ日ロ｝の』ｍｐｇの昌一の」す］三・国・口のロゴ罠、》目付ロヶロの司画ロ。Ｃ○・》ほｏｐｇｏＰシ・
の豈・１円のこの目」○・・》国。。ｍ【・ロＦ】忠『『二一六頁を参照。
（皿）。．”・面。×の『叩］回つゅ己の、の○ず風いば四コ印す色ユの』甘昏の」のの巳一○○」］の、の○ゴロ『Ｃ云○局の山○勺口巨一○巴冨ＰＤＰ色（】こ［ｏロロー
コ］の三三甘己Ｃ日８》ご・｝』『］畠Ｐの。ご嵐ロロ日ご閂の】景弓。ご・）》一一六六頁を参照。なお同論文に、一六四八（正保五、慶安元）
年から一七一一六（享保一一）年の間に、マカオの聖パウロ教会内に葬られたキリシタン（男女）一一十五名の氏名と埋葬地点を明
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かす史料が引用されている。それはリスボンの「植民地古文書館」シ『□曰く・○・］○口旨」に在るもので、「この教会に埋葬された
俗衆である死者」（Ｃｏｍｇの『目８ｍｍの８］閂の、目の①、←８の貝の『『且ｏｍｐの⑪白目、『の一画）という表題が付いている。
（蛇）西村貞『日本初期洋画の研究』（全国轡房、昭和二十年一月）、一○四～一○五頁。
（鍋）古賀十二郎『長崎絵画全史』（北光書房、昭和十九年八月）、六一頁。
〔追記〕本稿を草するに際して、マヌェゥ・ティシェィラ師の教示を得、文献史料面では手持のものを利用した外、早稲田大
学中央図書館、上智大学図書館「キリシタン文庫「一、財団邦人東洋文庫等のお世話になりました。記して謝意を表します。
Ｓｏｏ亘。Ｐ］②路．五五頁。
前号に鱗せた拙繍の訂正ｌパークスはつんぼさじきに徴かれていたことに激怒し（一○九頁）１１パークスは無視されていた
。
ことに激怒し・・・…
'■、’－，
３３３２ 
、-’、-〆
（狐）シコユ『の乏口巨皀、⑰←の」戸○○日臥す巨冨○コ一○口ロ国】⑩８口８一ｍ汚の芹呂・【［肩で。『目、戸の⑩の、の一二の曰の三日Ｏ巨口Ｐご胆‐
同右。
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マカオの聖パウロ教会と日本人
サームシュ聖パウロ教会（三巴寺）の「正面」（図版Ｉ）［著者撮影］
:;:!>内が19世紀の聖パウロ教会（三巴寺）
と付属の施設
(｢澳門紀略』上巻，光緒康辰重刊より）
１８１ 
１７世紀当時の聖パウロ教会と
付属の建物
iilill iiillil ； 一一
マカオのポルトガル人
(｢澳門紀略」上巻，光緒康辰重刊より）
（図版Ⅱ）
ピィター・マンディがマカオ滞在
中に描いた日本人のスケッチ
（図版Ⅲ）
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マカオの聖パウロ教会と日本人
(図版Ｖ）
一丁一
9■:，pp2-L 
（図版Ⅳ）
マカオに放逐された日本人の仕事の跡ではないかといわれるもの。
〔｢澳門聖保禄古堂建築之研究」より）
183 
マヌェゥ・ティシェイラ師
カモンエスの胸像前で
筆者が樋影したもの。
（図版Ⅵ）
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マカオの聖パウロ教会と日本人
マカオの「聖ヨゼフ神学校」に収蔵
されている「聖ミカエル大天使」
（202ｃｍ×133ｃｍ）の油彩画
（図版Ⅶ）［筆者撮影］
185 
｢聖ミカエル画像」（長崎浦上天主堂所蔵､原爆で焼失？）
（西村貞「日本初期洋画の研究』より）
（図版Ⅷ）
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■轤鐘iiil1U二illl1il1illiiiiPricHtlslnd 内港瀬蕊 没 鑿％ 聖パウロ教会 、｡モンテの砦（大炮台）税関＝ 呂呂：鐵溺＋Ｉ ；』 洩瀬診窒
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⑤ 外港
《1830年代当ﾛ寺
のマカオの地図》
(1830年代当時の
マカオの地図》 戊瀬
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ＪａｐａｎｅｓｅＥｘｉｌｅｉｎＭａｃａｕ： 
ＰａｉｎｇｔｉｎｇｏｆＳｔ・Michaelin
SeminArioSJos6． 
Ａ 
Ｔｈｅ 
NawadaysMacau（澳門)，aPortuguesecolonyⅢattractsmany
visitorsfromalloveｒｔｈｅｗｏｒｌｄＴｈｉｓｃｉｔｙｗａｓｏｎｃｅｃａｌｌｅｄ“the 
CityofDeath'Iinthelastcentury，ｂｕｔｉｔｉｓｇｏｉｎｇｔｏｂｅｒｅｃｒｅ‐ 
ａｔｅｄａｎｅｗ，moderncity，sproutingdozensofnewbuildingshere 
andtherelvisitedMacauonceandenjoyedstayingthere・What
attractedmyattentionandimpressedmedeeplywasthｅｏｌｄｒｅ‐ 
ｍａｉｎｓｏｆｔｈｅｆａＣａｄｅｏｆＳｔ､Paul'schurchlocatedalmostinthe 
middlｅｏｆｔｈｅｃｉｔｙ，wherequiteafewJapaneseChristianswere 
buried；reportedlytheyhelpedtobuilditmanycenturiesagQ 
ThefaCademaintainsthesolemnityandbeautyaswell・During
mybriefstaｙｉｎＭａｃａｕ，Iwashappytomaketheacquaintance 
ｏｆＦｒ・ManuelTeixeira，aneminentorientalistandpriest，ｗｈｏ
ｎｏｔｏｎｌｙｓｈｏｗｅｄｍｅｒｏｕｎｄｔｈｅｈｉｓｔoricspotsbutenlightenedme 
greatｌｙａｓｔｏｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅｃｉｔｙ、Ｉｗｅｌｌｒｅｍｅｍｂｅｒｌｗａｓｌｏｓｔ
ｉｎａｄｍｉｒａｔionoftwooil-paingtings，oneofwhichshowsthe 
crucificationoftheJapaneseChristiansatNagasakiandother 
ofSt､Michael，theArchangelinSemindirioSJos6（聖若琴修院)．
Asregardsthelatter，ｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅｐａｉｎｔｅｒｒｅｍａｉｎｓｕｎｋｎown・
However，accordingtoFrM・Teixeira，oneofthefourJapanese
Christians，ａｌｌｏｆｗｈｏｍｗｅｒｅｔｈｅｄｉｓｃｉｐｌｅｓｏｆＧｉｏvanniNicolo 
（1560～1626)，afamousltalianpriestandmasteriｎｔｈｅａｒｔｏｆｓａ‐ 
credpaingtings，paintedit・
Supposedlythepaintersare：（１）MancioTaichiku（?～1615)， 
ｂｏｒｎｉｎＵｄｏ（宇土)，ｉｎｔｈｅｐｒｏｖｉｎｃｅｏｆＨｉｇｏ（肥後国)，diedin
Macau．（２）PeterChikuamaliasPedroJo且、（?～1622)，diedin
Macau．（３）Todeu（?～1638)，diedinMacau．(4)YacobNiva（丹
羽？）aliasYacoboNiva（？～1638)，ｄｉｅｄｉｎＭａｃａｕｌｔｉｓｓａｉｄ
ＹａｃｏｂＮｉｖａｔｏweredaboveothersasapainter・Thisarticledeals
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